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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 関連する国際勧告等はない。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
 なし。 

 

３．改版の履歴 
                                                                                                  

版 数 発 行 日 改 訂 内 容  
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１．規定範囲

本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）における「ＰＢＸ間ローミング付加サービス（ＳＳ－ＩＰＲ）」を提供

するための、ＰＢＸ間信号プロトコル仕様を規定する。

ＳＳ－ＩＰＲは、ＰＩＳＮを構成する複数のＰＢＸの無線サービスエリア間を移動する移動局に対して、位置登録や

発着信等を、移動局の所在に関わらず提供するＰＢＸ間付加サービスである。

本標準では、ＰＩＳＮ内を移動する移動局に対して、基本呼サービスを提供するために必要な機能セットとして、位

置登録手順、位置登録削除手順、ローミング時の発信手順、ローミング時の着信手順、位置情報照合手順、認証手順を

規定する。

また、認証手順に関して以下の３つのシナリオを規定する。

シナリオ１：認証演算アルゴリズムがＰＩＳＮ内の全ＰＢＸで同一であり、かつ、移動局の認証鍵をＰＩＳＮ内の

全ＰＢＸが利用可能である場合。

シナリオ１ａ：シナリオ１においてＰＩＳＮ内で複数の認証演算アルゴリズムを可能とした拡張シナリオ。

シナリオ２：シナリオ１、１ａ以外の場合。

１つのＰＩＳＮでは上記のシナリオのうちいずれかを選択するものとする。

本標準の規定点は、 ＩＳＯ／ＩＥＣ１１５７９－１で定義されている、 ＰＩＳＮを構成する私設総合サービス網交

換機（ＰＩＮＸ）間のＱ参照点である。ここで、ＰＩＮＸとは、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準におけるＰＢＸの機能モデルであ

り、Ｑ参照点とは、物理インタフェースに依存しないＰＩＮＸ間の論理的参照点である。

本標準で規定する信号プロトコルは、 ＴＴＣ標準ＪＳ－１１５８２で定義されている付加サービスのための汎用機

能手順を用いたＰＩＮＸ間信号コネクション上で動作する。

なお、本標準における移動局の無線インタフェースは、第二世代コードレス電話システム標準規格 を想(RCR STD28)

定しており、他の無線システムへの適用は本標準の対象外とする。

２．適合性

本標準との適合のため、ＰＩＮＸは、付録Ａにあるプロトコル実装適合性宣言の要求を満たさなければならない。

３．参考標準

ITUT

X.208 SPECIFICATION OF ABSTRACT SYNTAX NOTATION ONE(ASN.1)

X.209 SPECIFICATION OF BASIC ENCODING RULES FOR ABSTRACT SYNTAX NOTATION ONE(ASN.1)

X.219 REMOTE OPERATIONS MODEL,NOTATION AND SERVICE DEFINITION：

TTC

ユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様JTQ931 ISDN

間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）－レイヤ３仕様JTQ931a PBX

付加サービス制御手順の共通原則JTQ932 SDNI
ユーザ・網インタフェース付加サービスのプロトコル、構造及び一般原則JTQ950 ISDN

間ディジタルインタフェース（付加サービス）－番号通知サービスレイヤ３仕様JTQ951a PBX

間ディジタルインタフェース（付加サービス）－転送サービスレイヤ３仕様JTQ952a PBX

私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機能手順）－ 間信号プロトコルレイヤ３仕様JS11582 PBX

ＪＪ－２０．６０
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ISO/IEC

ISO/IEC 115791 Information TechnologyTelecommunications and information exchange between systemsPrivate

integrated services network Part1:Reference configuration for PISN exchanges(PINX)

ARIB

第二世代コードレス電話システム標準規格RCR STD28

４．定義

４．１ 外部定義

本標準で使用する用語の中で、他の標準で定義されているものについて以下に示す。

PISN (ISO/IEC 115791)・

PINX (ISO/IEC 115791)・

PINX (TTC JS11582)・中継

(ISO/IEC 115791)・Ｑ参照点

(RCR STD28)・移動局

PSID (RCR STD28)・

４．２ 本標準での定義

本標準で定義し、使用する用語について以下に示す。

４．２．１ ホームＰＩＮＸ

あるＰＳに着目したとき、そのＰＳのＨＬＲ機能を有するＰＩＮＸを示す。１つのＰＳに対して、ＰＩＳＮ内に１つ

のホームＰＩＮＸが存在する。

４．２．２ ビジタＰＩＮＸ

あるＰＳに着目したとき、そのＰＳのホームＰＩＮＸ以外のＰＩＮＸであり、ＰＩＮＸ間ローミング中そのＰＳが在

圏しているＰＩＮＸを示す。ビジタＰＩＮＸはＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳに対して、移動通信サービスを提供する。

４．２．３ ホームロケーションレジスタ(ＨＬＲ)

ＰＳの移動性を保証し、ＰＳへＰＩＮＸ間ローミングサービスを提供する上で必要になるすべての情報を管理するデ

ータベースを示す。ＰＳのＨＬＲは、そのＰＳのホームＰＩＮＸが管理する。

４．２．４ ビジタロケーションレジスタ(ＶＬＲ)

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳに対して、サービスを提供するための情報を管理するデータベースを示す。

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳに対するＨＬＲ相当の機能として、そのＰＳがＰＩＮＸ間ローミングを行っている間、

一時的に開設される。

４．２．５ ＰＩＮＸ間ローミング

ＰＳがＰＩＳＮを構成するＰＩＮＸ間の無線エリアを移動し、発着信サービスアクセス等をする行為を示す。

４．２．６ 認証

ＰＳに対する正当性をＰＩＳＮが検証する行為を示す。

４．２．７ ＰＳ番号

ＰＩＳＮにおいてＰＩＮＸがＰＳを一意に識別するための番号を示す。

４．２．８ ＰＩＮＸ間ローミング番号

ホームＰＩＮＸがＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳへ呼をルーチングするために、ビジタＰＩＮＸにおいて一時的に割

り当てられる番号を示す。ＰＩＮＸ間ローミング番号は、位置情報としてＨＬＲに登録される。

ＪＪ－２０．６０
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４．２．９ ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイル

ＰＳにＰＩＮＸ間ローミングサービスを提供するために必要な、認証情報やＰＳの情報を含むサービスプロファイル

を示す。ＰＳがＰＩＮＸ間ローミングを行った時に、ＨＬＲからＶＬＲへ転送される。

５．略語一覧

本標準で使用する略語を以下に示す。

・ＧＦＰ ： 汎用機能手順(Generic Functional Protocol)

・ＨＬＲ ： ホームロケーションレジスタ(Home Location Register)

・ＶＬＲ ： ビジタロケーションレジスタ(Visitor Location Register)

・ＰＩＳＮ ： 私設総合サービス網(Private Integrated Services Network)

・ＰＩＮＸ ： 私設総合サービス網交換機(Private Integrated services Network eXchange)

・ＰＨＳ ： パーソナルハンディホンシステム(Personal Handyphone System)

・ＰＳ ： 移動局(Personal Station)

・ＳＳ－ＩＰＲ ：ＰＢＸ間ロ－ミング付加サ－ビス(InterPBX Roaming Supplementary Service)

６．ＰＢＸ間ローミング付加サービス（ＳＳ－ＩＰＲ）のための信号プロトコル

６．１ ＳＳ－ＩＰＲ記述

ＳＳ－ＩＰＲは、ＰＩＳＮを構成する複数のＰＩＮＸの無線サービスエリア間を移動するＰＳに対し、発着信やＰＩ

ＮＸ間位置登録をＰＳの所在に関わらず提供するものである。

６．２ ＳＳ－ＩＰＲオペレーション要求条件

本標準では、表６．１／ＪＪ－２０．６０ に示すオペレーションをホームＰＩＮＸ、ビジタＰＩＮＸに実装するこ

と。

表６．１／ＪＪ－２０．６０ オペレーション一覧

オペレーション ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ パフォーマ 概要

ｸﾗｽ

PINX間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛ ２ ホームPINX ホームPINXに、ＳＳ－ＩＰＲに必要なサー

ﾌｧｲﾙ問い合わせ ビスプロファイル情報を問い合わせる為に

使用する、呼と独立したオペレーション。(GetSerProfInf)

PINX間位置登録 ２ ホームPINX PSのローミング番号をホームPINXに登録す

る為に使用する、呼と独立したオペレーシ(LocRegUpd)

ョン。

PINX間位置登録 ２ ビジタPINX ビジタPINXに存在するPSの情報を消去する

削除 為に使用する、呼と独立したオペレーショ

ン。(LocRegDel)

PINX間ローミン ３ ビジタPINX ビジタPINXに在圏するPSに着信する為に使

グ着信 用する、呼と関連したオペレーション。

(RomCallFwrd)

PINX間位置情報 ２ ホーム／ ビジタ とホーム の位置情報を照PINX PINX

照合 ビジタPINX 合する為に使用する、呼と独立したオペレ

ーション。(LocInfChk)

PINX間認証演算 ２ ホームPINX ホーム に、認証演算を要求する為にPINX

使用する、呼と独立したオペレーション。(AuthCipReq)

シナリオ２の時のみ使用する。

ＪＪ－２０．６０
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６．３．２ 情報要素

６．３．２．１ ファシリティ情報要素

ファシリティ情報要素は、ホームＰＩＮＸとビジタＰＩＮＸ間で伝送される。情報要素のコーディング詳細について

は、ＴＴＣ標準ＪＳ－１１５８２を参照のこと。

６．３．２．２ 着番号情報要素

ローミング着信時のオペレーションは、ＴＴＣ標準ＪＳ－１１５８２コネクションオリエンテッド手順を用いた呼と

関連したオペレーションであり、その際の着番号情報要素の情報内容はＰＩＮＸ間ローミング番号を用いる。その他の

オペレーションは呼と独立したオペレーションである。

６．３．２．３ その他の情報要素

その他の情報要素のコーディング詳細については、ＴＴＣ標準ＪＳ－１１５８２を参照のこと。

６．３．３ メッセージ

各メッセージの詳細についてはＴＴＣ標準ＪＳ－１１５８２を参照のこと。

６．４ ＳＳ－ＩＰＲ状態定義

ＳＳ－ＩＰＲ手順は、下記の概念的な状態によって記述される。

６．４．１ ホームＰＩＮＸの状態

６．４．１．１ ＰＩＮＸ間位置登録手順

６．４．１．１．１ ＩＰＲ－登録－空き

ＰＩＮＸ間位置登録オペレーションが起動されていない状態。

６．４．１．１．２ ＩＰＲ－登録－位置登録待ち

ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．１．２ ＰＩＮＸ間位置登録削除手順

６．４．１．２．１ ＩＰＲ－削除－空き

ＰＩＮＸ間位置登録削除オペレーションが起動されていない状態。

６．４．１．２．２ ＩＰＲ－削除－位置登録削除要求

ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置登録削除」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．１．３ ＰＩＮＸ間ローミング着信手順

６．４．１．３．１ ＩＰＲ－着信－空き

ＰＩＮＸ間ローミング着信オペレーションが起動されていない状態。

６．４．１．３．２ ＩＰＲ－着信－ローミング着信

ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間ローミング着信」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．１．４ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順

６．４．１．４．１ ＩＰＲ－照合－空き

ＰＩＮＸ間位置情報照合オペレーションが起動されていない状態。

ＪＪ－２０．６０
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６．４．１．４．２ ＩＰＲ－照合－位置情報照合要求

ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．１．５ ＰＩＮＸ間認証演算手順

本手順は、シナリオ２でのみ定義される。

６．４．１．５．１ ＩＰＲ－認証－空き

ＰＩＮＸ間認証演算オペレーションが起動されていない状態。

６．４．２ ビジタＰＩＮＸの状態

６．４．２．１ ＰＩＮＸ間位置登録手順

６．４．２．１．１ ＩＰＲ－登録－空き

ＰＩＮＸ間位置登録オペレーションが起動されていない状態。

６．４．２．１．２ ＩＰＲ－登録－サービスプロファイル問い合わせ要求

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．２．１．３ ＩＰＲ－登録－位置登録待ち

ホームＰＩＮＸからＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルを受信した状態。

６．４．２．１．４ ＩＰＲ－登録－位置登録要求

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置登録」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．２．２ ＰＩＮＸ間位置登録削除手順

６．４．２．２．１ ＩＰＲ－削除－空き

ＰＩＮＸ間位置登録削除オペレーションが起動されていない状態。

６．４．２．３ ＰＩＮＸ間ローミング着信手順

６．４．２．３．１ ＩＰＲ－着信－空き

ＰＩＮＸ間ローミング着信オペレーションが起動されていない状態。

６．４．２．４ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順

６．４．２．４．１ ＩＰＲ－照合－空き

ＰＩＮＸ間位置情報照合オペレーションが起動されていない状態。

６．４．２．４．２ ＩＰＲ－照合－位置情報照合要求

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．４．２．５ ＰＩＮＸ間認証演算手順

本手順は、シナリオ２でのみ定義される。

６．４．２．５．１ ＩＰＲ－認証－空き

ＰＩＮＸ間認証演算オペレーションが起動されていない状態。

ＪＪ－２０．６０
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６．４．２．５．２ ＩＰＲ－認証－認証演算要求

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間認証演算」インボークＡＰＤＵを送信した状態。

６．５ ＳＳ－ＩＰＲ信号手順

本節ではＳＳ－ＩＰＲ信号手順を規定する。なお、理解を助けるために、ホームＰＩＮＸやビジタＰＩＮＸの内部動

作、無線区間でのＰＳに対する処理等も必要により記述しているが、これらは本信号手順の規定範囲外である。

６．５．１ ＰＩＮＸ間位置登録手順

ＰＩＮＸ間位置登録手順は、ＰＳがビジタＰＩＮＸに移動した際に、ビジタＰＩＮＸにより起動される、サービスプ

ロファイルの取得、ＰＳの認証、ＰＩＮＸ間位置登録という一連の処理の総称である。

６．５．１．１ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．１．１．１ サービスプロファイルの取得

６．５．１．１．１．１ 正常手順

ＰＳより位置登録の要求を受信したＰＩＮＸは、該ＰＳのＰＳ番号がＨＬＲにもＶＬＲにも登録されていない場合、

該ＰＳに対してビジタＰＩＮＸであると認識し、ＰＩＮＸ間位置登録手順を開始する。

ビジタＰＩＮＸは、該ＰＳのＰＳ番号を分析してホームＰＩＮＸを識別し、ホームＰＩＮＸへ「ＰＩＮＸ間サービス

プロファイル問い合わせ」インボークＡＰＤＵを送出し、タイマＴ１を開始し、「ＩＰＲ－登録－サービスプロファイ

ル問い合わせ要求」状態に遷移する。

そして、ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した

場合、タイマＴ１を停止し、「ＩＰＲ－登録－位置登録待ち」状態に遷移する。

６．５．１．１．１．２ 準正常手順

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ビジタ

ＰＩＮＸは該ＰＳに位置登録の失敗を通知する。

ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェ

クトＡＰＤＵを受信した場合、ビジタＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－

登録－空」状態に戻る。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタＰＩＮＸは該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状

態に戻る。

６．５．１．１．２ ＰＳの認証

６．５．１．１．２．１ 正常手順

「ＩＰＲ－登録－位置登録待ち」状態において、ビジタＰＩＮＸは、ホームＰＩＮＸより受信したサービスプロファ

イル情報に基づき該ＰＳの認証を行い、成功の場合は、６．５．１．１．３節のＰＩＮＸ間位置登録処理を起動する。

６．５．１．１．２．２ 準正常手順

ＰＳの認証に失敗した場合、ビジタＰＩＮＸは該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

６．５．１．１．３ ＰＩＮＸ間位置登録

６．５．１．１．３．１ 正常手順

ビジタＰＩＮＸは該ＰＳに割り当てたＰＩＮＸ間ローミング番号を含む「ＰＩＮＸ間位置登録」インボークＡＰＤＵ

をホームＰＩＮＸに送信し、タイマＴ１を開始し、「ＩＰＲ－登録－位置登録要求」状態に遷移する。

そして、ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置登録」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、ビジタＰＩＮＸは

タイマＴ１を停止し、該ＰＳをＶＬＲに登録し、該ＰＳに位置登録の成功を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

ＪＪ－２０．６０
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６．５．１．１．３．２ 準正常手順

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置登録」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ビジタＰＩＮＸは該ＰＳに位置

登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置登録」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受信した

場合、ビジタＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタＰＩＮＸは該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＰＲ－登録－空」状

態に戻る。

６．５．１．２ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．１．２．１ サービスプロファイルの通知

６．５．１．２．１．１ 正常手順

ＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＡＰＤＵを受信した場合、ホームＰＩＮＸで

あると認識する。

そして、インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていて、かつＰＩＮＸ間ローミングサービスが

許容されている場合、「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに

送信し、タイマＴ２を開始し、「ＩＰＲ－登録－位置登録待ち」状態に遷移する。

６．５．１．２．１．２ 準正常手順

インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていない場合、ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間サービス

プロファイル問い合わせ」リターンエラーＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

ＰＳ番号はＨＬＲに登録されているがＰＩＮＸ間ローミングサービスが非許容の場合、ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ

間サービスプロファイル問い合わせ」リターンエラーＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信し、［ＩＰＲ－登録－空」状態

に戻る。

６．５．１．２．２ ＰＩＮＸ間位置登録

６．５．１．２．２．１ 正常手順

「ＩＰＲ－登録－位置登録待ち」状態で、ビジタＰＩＮＸより「ＰＩＮＸ間位置登録」インボークＡＰＤＵを受信し

た場合、ホームＰＩＮＸはタイマＴ２を停止し、「インボークＡＰＤＵに含まれるＰＩＮＸ間ローミング番号をＨＬＲ

に登録する。そして、「ＰＩＮＸ間位置登録」リターンリザルトＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送出し、「ＩＰＲ－登録

－空」状態に戻る。

６．５．１．２．２．２ 準正常手順

ＰＩＮＸ間ローミング番号が不正の場合、ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置登録」リターンエラーＡＰＤＵをビジ

タＰＩＮＸに送出し、「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

タイマＴ２がタイムアウトした場合、ホームＰＩＮＸは「ＩＰＲ－登録－空」状態に戻る。

６．５．２ ＰＩＮＸ間位置登録削除手順

ホームＰＩＮＸは、ＨＬＲのＰＩＮＸ間ローミング番号を更新または削除する必要が生じた際に、既に異なるＰＩＮ

Ｘ間ローミング番号（以下、旧ＰＩＮＸ間ローミング番号）が登録されている場合は、ＰＩＮＸ間位置登録削除手順を

起動する。

６．５．２．１ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．２．１．１ 正常処理

ホームＰＩＮＸは、旧ＰＩＮＸ間ローミング番号を分析して旧ビジタＰＩＮＸを識別し、旧ビジタＰＩＮＸへ「ＰＩ

ＮＸ間位置登録削除」インボークＡＰＤＵを送出し、タイマＴ１を開始し、「ＩＰＲ－削除－位置登録削除要求」状態

に遷移する。

ＪＪ－２０．６０
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そして、旧ビジタＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置登録削除」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、タイマＴ１

を停止し、「ＩＰＲ－削除－空」状態に戻る。

６．５．２．１．２ 準正常手順

旧ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置登録削除」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ホームＰＩＮＸは、ＰＩ

ＮＸ間位置登録削除手順を再度起動してもよい。

旧ビジタＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置登録削除」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受

信した場合、ホームＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、「ＩＰＲ－削除－空」状態に戻る。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ホームＰＩＮＸは「ＩＰＲ－削除－空」状態に戻る。

６．５．２．２ 旧ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．２．２．１ 正常手順

ＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置登録削除」インボークＡＰＤＵを受信した場合、旧ビジタＰＩＮＸであると認識する。

そして、インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されている場合、該登録を削除し、「ＰＩＮＸ間位

置登録削除」リターンリザルトＡＰＤＵをホームＰＩＮＸに送信する。

６．５．２．２．２ 準正常手順

インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されていない場合、旧ビジタＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置登

録削除」リターンエラーＡＰＤＵをホームＰＩＮＸに送信する。

６．５．３ 発信手順

６．５．３．１ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．３．１．１ 正常手順

ＰＳから発呼要求を受けたビジタＰＩＮＸは、ＶＬＲに登録されているサービスプロファイル情報に基づいてＰＳの

認証を行い、成功の場合にのみ発呼処理を継続する。また、ＶＬＲにサービスプロファイル情報として、発番号、加入

者クラスが登録されている場合は、発呼処理の際にその情報を利用してもよい。

６．５．３．１．２ 準正常手順

ＰＳの認証に失敗した場合、ビジタＰＩＮＸは通常の呼制御手順で発信呼を切断する。

６．５．３．２ ホームＰＩＮＸの動作

ホームＰＩＮＸは、ビジタＰＩＮＸにおけるＰＳの発信手順には関与しない。

６．５．４ 着信手順

６．５．４．１ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．４．１．１ 正常手順

ＰＳへの着信要求を受けたホームＰＩＮＸは、ＨＬＲを検索し、該ＰＳがホームＰＩＮＸに存在する場合は、通常の

着信処理を行う。一方、該ＰＳがホームＰＩＮＸに存在しない場合はＰＩＮＸ間ローミング番号をＨＬＲより取得し、

該ＰＩＮＸ間ローミング番号に対して着信呼を転送する処理を行う。この際、ホームＰＩＮＸは、「ＰＩＮＸ間ローミ

ング着信」インボークＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信し、タイマＴ３を開始し、「ＩＰＲ－着信－ローミング着信」

状態に遷移する。また、ホームＰＩＮＸは、受信した着信要求における着番号を「ＰＩＮＸ間ローミング着信」インボ

ークＡＰＤＵの着番号情報要素に設定して、ビジタＰＩＮＸに通知しても良い。

そして、タイマＴ３がタイムアウトした場合、ホームＰＩＮＸは「ＩＰＲ－着信－空」状態に戻る。また、ビジタＰ

ＩＮＸへの転送処理が不完了に終わった場合、ホームＰＩＮＸはタイマＴ３を停止し、「ＩＰＲ－着信－空」状態に戻

る。
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６．５．４．１．２ 準正常手順

ビジタＰＩＮＸより「ＰＩＮＸ間ローミング着信」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受

信した場合、ホームＰＩＮＸはタイマＴ３を停止し、「ＩＰＲ－着信－空」状態に戻る。この後、ホームＰＩＮＸは必

要により、ＨＬＲのリカバリー処理を行ってもよい。

６．５．４．２ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．４．２．１ 正常手順

ビジタＰＩＮＸは、「ＰＩＮＸ間ローミング着信」インボークＡＰＤＵを受信した場合、ＡＰＤＵに含まれるＰＳ番

号とＰＩＮＸ間ローミング番号がＶＬＲに記憶している値と同じかどうか照合する。そして照合結果が一致の場合は、

ＰＳへの着信処理を開始する。

なお、着信処理の途中でビジタＰＩＮＸは、ＶＬＲに登録されているサービスプロファイル情報に基づいてＰＳの認

証を行い、成功の場合にのみ着信処理を継続する。

６．５．４．２．２ 準正常手順

ＰＳ番号とＰＩＮＸ間ローミング番号の照合結果が不一致の場合、ビジタＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間ローミング着信」

リターンエラーＡＰＤＵをホームＰＩＮＸに送出し、理由表示＃４１「一時的障害」を用いて着信呼の切断処理を行う。

この後、ビジタＰＩＮＸは必要により、ＶＬＲのリカバリー処理を行ってもよい。

（注）ビジタＰＩＮＸにおける「ＰＩＮＸ間ローミング着信」のオペレーションは、照合結果が一致と判定した時点で

正常終了する。従って、ＰＳビジー、ＰＳ不応答等によりＰＳへの着信処理が不完了となった場合は、「ＰＩＮＸ間ロ

ーミング着信」のオペレーションはホームＰＩＮＸに送出しない。

ＰＳの認証に失敗した場合、ビジタＰＩＮＸは通常の呼制御手順で着信呼を切断する。

６．５．５ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順

６．５．５．１ ビジタＰＩＮＸによる起動

６．５．５．１．１ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．５．１．１．１ 正常手順

ビジタＰＩＮＸは、ホームＰＩＮＸへ「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送出し、タイマＴ１を開始

し、「ＩＰＲ－照合－位置情報照合要求」状態に遷移する。

そして、ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、タイマＴ１を

停止し、「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。そして、リターンリザルトＡＰＤＵに含まれる照合結果が不一致の場合は、

該ＰＳをＶＬＲから削除してもよい。

６．５．５．１．１．２ 準正常手順

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ビジタＰＩＮＸは、ＰＩＮ

Ｘ間位置情報照合手順を再度起動してもよい。

ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受信

した場合、ビジタＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。そして、該ＰＳをＶＬＲから削

除する。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタＰＩＮＸは「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。

ＪＪ－２０．６０



－ －14

６．５．５．１．２ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．５．１．２．１ 正常手順

ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを受信した場合、インボークＡＰＤＵに含まれる

ＰＳ番号がＨＬＲに登録されているかを調査し、登録されている場合は、インボークＡＰＤＵに含まれる他の情報をＨ

ＬＲの内容と照合し、照合結果を含む「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンリザルトＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信

する。

６．５．５．１．２．２ 準正常手順

インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていない場合、ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置情報

照合」リターンエラーＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信する。

６．５．５．２ ホームＰＩＮＸによる起動

６．５．５．２．１ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．５．２．１．１ 正常手順

ホームＰＩＮＸは、ビジタＰＩＮＸへ「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送出し、タイマＴ１を開始

し、「ＩＰＲ－照合－位置情報照合要求」状態に遷移する。

そして、ビジタＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、タイマＴ１を

停止し、「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。そして、リターンリザルトＡＰＤＵに含まれる照合結果が不一致の場合は、

ＨＬＲの該ＰＳのＰＩＮＸ間ローミング番号を無効としてもよい。

６．５．５．２．１．２ 準正常手順

ビジタＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ホームＰＩＮＸは、ＰＩＮ

Ｘ間位置情報照合手順を再度起動してもよい。

ビジタＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受信

した場合、ホームＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。そして、ＨＬＲの該ＰＳのデー

タを初期化する。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ホームＰＩＮＸは「ＩＰＲ－照合－空」状態に戻る。

６．５．５．２．２ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．５．２．２．１ 正常手順

ビジタＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置情報照合」インボークＡＰＤＵを受信した場合、インボークＡＰＤＵに含まれる

ＰＳ番号がＶＬＲに登録されているかを調査し、登録されている場合は、インボークＡＰＤＵに含まれる他の情報をＶ

ＬＲの内容と照合し、照合結果を含む「ＰＩＮＸ間位置情報照合」リターンリザルトＡＰＤＵをホームＰＩＮＸに送信

する。

６．５．５．２．２．２ 準正常手順

インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されていない場合、ビジタＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間位置情報

照合」リターンエラーＡＰＤＵをホームＰＩＮＸに送信する。

６．５．６ ＰＩＮＸ間認証演算手順

シナリオ２では、ビジタＰＩＮＸは認証乱数を発生してＰＩＮＸ間認証演算手順を起動することにより、ホームＰＩ

ＮＸから演算結果を取得して照合を行う。なお、この手順を起動するタイミングは、ビジタＰＩＮＸのインプリメント

マターとする。

ＪＪ－２０．６０
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６．５．６．１ ビジタＰＩＮＸの動作

６．５．６．１．１ 正常手順

ビジタＰＩＮＸは、ホームＰＩＮＸへ「ＰＩＮＸ間認証演算」インボークＡＰＤＵを送信し、タイマＴ１を開始し、

「ＩＰＲ－認証－認証演算要求」状態に遷移する。

そして、ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間認証演算」リターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、タイマＴ１を停止

し、「ＩＰＲ－認証－空」状態に戻る。

６．５．６．１．２ 準正常手順

ホームＰＩＮＸに「ＰＩＮＸ間認証演算」インボークＡＰＤＵを送信できない場合、ビジタＰＩＮＸは、必要により、

ＰＩＮＸ間認証演算手順を再起動してもよい。

ホームＰＩＮＸから「ＰＩＮＸ間認証演算」リターンエラーＡＰＤＵまたはリターンリジェクトＡＰＤＵを受信した

場合、ビジタＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、「ＩＰＲ－認証－空」状態に戻る。そして、ＰＳに対し認証失敗の場合

の処理を行う。

タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタＰＩＮＸは「ＩＰＲ－認証－空」状態に戻る。そして、ＰＳに対し認証

失敗の場合の処理を行う。

６．５．６．２ ホームＰＩＮＸの動作

６．５．６．２．１ 正常手順

ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間認証演算」インボークＡＰＤＵを受信した場合、ＨＬＲに登録されているサービスプ

ロファイル情報に基づいて認証演算を行い、その演算結果を含む「ＰＩＮＸ間認証演算」リターンリザルトＡＰＤＵを

ビジタＰＩＮＸに送信する。

６．５．６．２．２ 準正常手順

インボークＡＰＤＵに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていない場合、ホームＰＩＮＸは「ＰＩＮＸ間認証演

算」リターンエラーＡＰＤＵをビジタＰＩＮＸに送信する。

６．６ ＳＳ－ＩＰＲパラメータ値

６．６．１ タイマＴ１

ＰＩＮＸはＳＳ－ＩＰＲで定義されるオペレーションクラス２のインボークＡＰＤＵを送信した時は必ず、インボー

クＡＰＤＵに対する応答を監視するために、タイマＴ１を動作させなければならない。

タイマＴ１は、ＳＳ－ＩＰＲで定義されるオペレーションクラス２のインボークＡＰＤＵを送信したときに開始し、

対応するリターンリザルトＡＰＤＵ、リターンエラーＡＰＤＵ、リターンリジェクトＡＰＤＵの何れかを受信した時に

停止する。また、タイマＴ１が満了した場合は、６．５節に規定される手順に従う。

タイマＴ１のデフォルト値は３０秒とする。

６．６．２ タイマＴ２

ＰＩＮＸ間位置登録手順において、ホームＰＩＮＸは、ＰＩＮＸ間位置登録オペレーションが起動されるのを監視す

るため、タイマＴ２を動作させなければならない。

タイマＴ２は、「ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＡＰＤＵを送信したときに開始し、

「ＰＩＮＸ間位置登録」インボークＡＰＤＵを受信した時に停止する。また、タイマＴ２が満了した場合は、６．５節

に規定される手順に従う。

タイマＴ２のデフォルト値は３０秒とする。

ＪＪ－２０．６０
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６．６．３ タイマＴ３

ＰＩＮＸはＳＳ－ＩＰＲで定義されるオペレーションクラス３のインボークＡＰＤＵを送信した時は必ず、インボー

クＡＰＤＵに対するエラー応答を監視するために、タイマＴ３を動作させなければならない。

タイマＴ３は、ＳＳ－ＩＰＲで定義されるオペレーションクラス３のインボークＡＰＤＵを送信したときに開始し、

対応するリターンエラーＡＰＤＵ、リターンリジェクトＡＰＤＵの何れかを受信した時に停止する。また、タイマＴ３

が満了した場合は、６．５節に規定される手順に従う。

タイマＴ３のデフォルト値は３０秒とする。

６．７ 他のサービスとの相互作用

６．７．１ 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

相互作用無し

６．７．２ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

相互作用無し

６．７．３ 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

相互作用無し

６．７．４ 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

相互作用無し

６．７．５ 無条件着信転送（ＣＦＵ）

相互作用無し

６．７．６ ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

相互作用無し

６．７．７ 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

相互作用無し

６．７．８ 呼毎着信転送（ＣＤ）

相互作用無し

ＪＪ－２０．６０
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付録Ａ（規定）プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ） （ＪＪ－２０．６０）

Ａ．１ はじめに

標準ＪＪ－２０．６０に適合したプロトコルの提供者は後述するプロトコル実装適合 性宣言（ＰＩＣＳ）様式を完

成しなければならない。

作成するのはその実装したプロトコルに該当するＰＩＣＳである。ＰＩＣＳは実装したプロトコルの能力、オプショ

ンについて作成された一覧表である。ＰＩＣＳには多くの利用法があり、それには以下のものが含まれる。

－ プロトコルを実施する者 ： 見落としによって、標準への適合に失敗するリスクを減らすためのチェック

リスト

－ 実装の提供側／受け手側 ： 実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。

（又は潜在的な受け手） 標準へＰＩＣＳ様式で示された理解を得るための共通の標準に対する比較

として記述される。

－ 実装のユーザ ： 他の実装されたものと、相互接続性の初期チェックを行う場合の基準となる。

（又は潜在的なユーザ） 相互接続性を保証することはできないものの、ＰＩＣＳの不整合によって相互

接続が失敗することをある程度予測することができる。

－ プロトコル試験者 ： 実装適合性の要求内容を審査するために適当な試験を選択するための基準と

なる。

Ａ．２ ＰＩＣＳ作成の指針

Ａ．２．１ ＰＩＣＳの全体構成

ＰＩＣＳ様式は、固定形式の質問票であり、その内容としては、それぞれに各項目グループで構成されているサブ部

門に分けられている。

各項目は、最初の欄の項目参照番号で識別され、第二欄では回答されるべき質問が記載され、第三欄では標準本文内

のその項目に関する資料への項目番号が記載されている。

”位置づけ”欄には、その項目が適用されているものであるのかを示し、もし適合されているものである場合にサポ

ートが必須であるかオプションであるかを示す。 これらを示すために以下の用語及び表が使用される。

必須（プロトコルの適合性のために必要な能力）m

オプション（この能力は、プロトコルの適合性の為には必要ない。しかし実装される時には、プロo

トコルの仕様に適合しなければならないもの）

オプション、しかし同じ数字 を持ったオプション群の中で、最低一つはサポートすることがo.<n> <n>

要されるもの

禁止x

要求条件、条件 でリストされるその項目、あるいは複数の項目のサポートによる。c.<cond> <cond>

単純指定条件、もし で指定されている項目番号がサポートされていれば、その能力は必須<item>:m <item>

であるが、それ以外の場合は適用外。

単純指定条件、もし で指定されている項目番号がサポートされていれば、その能力はオプ<item>:o <item>

ションであるが、それ以外の場合は適用外。

質問票項目への回答は、サポート欄に制限の選択（ か、 か）を記入するか、”適用外”欄（Ｎ／Ａ）に記入YES NO

することにより規定される。

Ａ．２．２ 付加情報

付加情報の項目を用いて、提供者はＰＩＣＳの解釈を助けるために、追加の情報を与えることができる。これは大量

の情報を提供することを意図したり、またそれを期待するものでもなく、またＰＩＣＳはこのような情報がないと完成

しないということを意味するものでない。

ＪＪ－２０．６０
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多様な条件や環境の中で利用することが可能な実装方法の一つについて、概要を記述するために用いることが（付加

情報の）利用例にあげられる。

付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また例外情報にも含まれることがある。

Ａ．２．３ 例外情報

提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、（いくつかの条件が適用された後）要求されているもの

とは異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。

”サポート”欄に予め印刷された答えが用意されていない場合は、その代わりに提供者は例外情報項目への参照のた

めに”サポート”欄にｘ．＜ｉ＞を記入し、例外項目に対して適当な記述をすることが要求される。

このように例外項目が要求されるものの実装は、ＪＪ－２０．６０には適合しない。

（注）－上の記述のような場合が生じる一つの原因して標準の欠陥により要求項目が実装に合わず、

訂正の要求がなされていることもありうる。

ＪＪ－２０．６０
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Ａ．３ ＰＩＣＳ様式

Ａ．３．１ 実装の識別

提供者 （注１）

ＰＩＣＳに関する問い合わせ先（注１）

実装名と実装のバージョン（注１ ２）,

実装を完全に識別するために必要な他の情報

（例）装置名または 名とOS

そのバー ジョン 、システム名

（注１） 最初の３項目はすべての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす

上で、必要に応じて記入すればよい。

（注２） 名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するように解釈されるべきである。（例：型、シリーズ、

モデル）

Ａ．３．２ プロトコルの要約、ＪＪ－２０．６０

プロトコルのバージョン ２．０

実装した追加規定

（もし適用可能ならば）

実装した追加

例外項目の修正指定 Ｎｏ［ ］ Ｙｅｓ［ ］

(Yesの場合、その実装は に適合JJ20.60

)しないことを意味する。

記入日

ＪＪ－２０．６０
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Ａ．３．３ 概要

項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

PINX o.1 YES[]Ａ１ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるホーム とし
NO[]ての動作（シナリオ１）

PINX o.1 YES[]Ａ２ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるホーム とし
NO[]ての動作（シナリオ２）

INX o.1 YES[]Ａ３ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるビジタP とし
NO[]ての動作（シナリオ１）

PINX o.1 YES[]Ａ４ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるビジタ とし
NO[]ての動作（シナリオ２）

PINX o.1 YES[]Ａ５ 本ｻｰﾋﾞｽにおける中継 とし
NO[]ての動作

PINX o.1 YES[]Ａ６ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるホーム とし
NO[]ての動作（シナリオ１ａ）

INX o.1 YES[]Ａ７ 本ｻｰﾋﾞｽにおけるビジタP とし
NO[]ての動作（シナリオ１ａ）

Ａ．３．４ 機能

項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

JS11582 A1 :m m: YES[]Ｂ１ の該当機能のｻﾎﾟｰﾄ ６．２．１
) A2 :m（ホームＰＩＮＸ

A6 :m

JS11582 A3 :m m: YES[]Ｂ２ の該当機能のｻﾎﾟｰﾄ ６．２．２
) A4 :m（ビジタＰＩＮＸ

A7 :m

JS11582 A5 :m m: YES[]Ｂ３ の該当機能のｻﾎﾟｰﾄ ６．２．３
( )中継ＰＩＮＸ

6.5.1.2 A1 :m m: YES[]Ｂ４ 基本ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ機能
6.5.2.1 A2 :m（ホームＰＩＮＸ）
6.5.3.2 A6 :m
6.5.4.1
6.5.5.1.2
6.5.5.2.2

6.5.1.1 A3 :m m: YES[]Ｂ５ 基本ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ機能
6.5.2.2 A4 :m（ビジタＰＩＮＸ）
6.5.3.1 A7 :m
6.5.4.2
6.5.5.1.1
6.5.5.2.1

6.5.6.2 A2 :m m: YES[]Ｂ６ 拡張ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ機能
（ホームＰＩＮＸ）

6.5.6.1 A4 :m m: YES[]Ｂ７ 拡張ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ機能
（ビジタＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

A1 :m m: YES[]Ｂ８ 手順毎に異なるコネクションを ６．２．１
A2 :m使用 ６．２．２
A3 :m
A4 :m
A6 :m
A7 :m

A1 :o YES[]Ｂ９ 既にコネクションが存在していた ６．２．１
A2 :o NO[]ら、そのコネクションを使用 ６．２．２
A3 :o
A4 :o
A6 :o
A7 :o

Ａ．３．５ コーディング

項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

GetSerProfinf.inv APDU A1 :m m: YES[]Ｃ１ 受信及び ６．３
APDU A2 :mﾘﾀｰﾝﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信

A6 :m

GetSerProfinf.invAPDU A3 :m m: YES[]Ｃ２ 送信及びﾘ ６．３
APDU A4 :mﾀｰﾝﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信

A7 :m

LocRegUpd.invAPDU A1 :m m: YES[]Ｃ３ 受信及びﾘﾀｰﾝ ６．３
APDU A2 :mﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信

A6 :m

LocRegUpd.invAPDU A3 :m m: YES[]Ｃ４ 送信及びﾘﾀ ６．３
APDU A4 :mｰﾝﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信

A7 :m

AuthCipReq.invAPDU A2 :m m: YES[]Ｃ５ 受信及びﾘﾀｰﾝ ６．３
ﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信APDU

AuthCipReq.invAPDU A4 :m m: YES[]Ｃ６ 送信及びﾘﾀｰﾝ ６．３
ﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信APDU

LocRegDel.invAPDU A1 :m m: YES[]Ｃ７ 送信及びﾘﾀｰﾝﾘ ６．３
APDU A2 :mｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信

A6 :m

LocRegDel.invAPDU A3 :m m: YES[]Ｃ８ 受信及びﾘﾀｰﾝ ６．３
APDU A4 :mﾘｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信

A7 :m

RomCallFwrd.invAPDU A1 :m m: YES[]Ｃ９ 送信及び ６．３
APDU A2 :mﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信

A6 :m

RomCallFwrd.invAPDU A3 :m m: YES[]Ｃ１０ 受信及び ６．３
APDU A4 :mﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信

A7 :m

LocInfChk.invAPDU A1 :m m: YES[]Ｃ１１ 受信及びﾘﾀｰﾝﾘ ６．３
APDU A2 :mｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の送信

A3 :m
A4 :m
A6 :m
A7 :m

ＪＪ－２０．６０



－ －22

項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

LocInfChk.invAPDU A1 :o YES[]Ｃ１２ 送信及びﾘﾀｰﾝﾘ ６．３
APDU A2 :o NO[]ｻﾞﾙﾄとﾘﾀｰﾝｴﾗｰ の受信

A3 :o
A4 :o
A6 :o
A7 :o

Ａ．３．６ タイマ

項目 質問／特徴 参照 サポート位置づけ N/A

T1 A1 :m m: YES[]Ｄ１ ﾀｲﾏ のｻﾎﾟｰﾄ ６．６．１
A2 :m
A3 :m Value
A4 :m [....]
A6 :m
A7 :m

T2 A1 :m m: YES[]Ｄ２ ﾀｲﾏ のｻﾎﾟｰﾄ ６．６．２
A2 :m
A6 :m Value

[....]

T3 A1 :m m: YES[]Ｄ３ ﾀｲﾏ のｻﾎﾟｰﾄ ６．６．３
A2 :m
A6 :m Value

[....]

ＪＪ－２０．６０
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付録Ｂ（参考）インポートＡＳＮ．１定義

本付属資料は、他のＩＳＯ ＩＥＣ、ＩＴＵ－Ｔ、ＴＴＣ標準から導入されるＡＳＮ．１定義のタイプ、及び値を示す。/

尚、ＪＳ－１１５８２内にて定義されるＡＳＮ．１モジュールについては省略する。

Ｂ．１ エラーのインポートＡＳＮ．１定義

ＪＴ－Ｑ．９５０より

userNotSubscribe ERROR::= 0

notAvailable ERROR::= 3

insufficientInformation ERROR::= 5

Ｂ．２ ＪＴ－Ｑ９３１情報要素タグのインポートＡＳＮ．１定義

ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９３２より

EmbeddedQ931Types {ccitt recommendation q932 embededq931types (5)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS Q931InformationElement;

標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

Q931informationelement ::= [APPLICATION 0] IMPLICIT OCTETSTRING

埋め込みＪＴ－Ｑ９３１種別の完了END 

ＪＪ－２０．６０
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付録Ｃ（参考）メッセージシーケンス例

本付録ではＳＳ－ＩＰＲの主要メッセージシーケンス例を示す。

１．本付録では以下のような表記法を用いる。

ＳＳ－ＩＰＲのための情報を含む呼と関連した信号のメッセージ

ＳＳ－ＩＰＲのための情報を含まない呼と関連した信号のメッセージ

ＳＳ－ＩＰＲのための情報を含む呼と独立した信号のメッセージ

ＳＳ－ＩＰＲのための情報を含まない呼と独立した信号のメッセージ

ｘｘｘ．ｉｎｖ オペレーションｘｘｘのインボークＡＰＤＵ

ｘｘｘ．ｒｅｓ オペレーションｘｘｘのリターンリザルトＡＰＤＵ

ｘｘｘ．ｅｒｒ オペレーションｘｘｘのリターンエラーＡＰＤＵ

２．ＳＳ－ＩＰＲに関するＰＩＮＸ間プロトコル制御のメッセージシーケンス例を示す。

３．メッセージシーケンスを表す矢印の上部にメッセージ名を下部にオペレーション名を示す。

但し、ＳＳ－ＩＰＲに関連しない情報は記述しない。

Ｃ．１ ＰＩＮＸ間位置登録（正常）

付図Ｃ－１に、ＰＩＮＸ間位置登録手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
呼設定GetSerProfInf.inv

GetSerProfInf.inv
呼設定受付

呼設定受付

応答
GetSerProfInf.res応答

GetSerProfInf.res
応答確認

応答確認

ファシリティ
ファシリティLocRegUpd.inv
LocRegUpd.inv

解放
LocRegUpd.res解放

LocRegUpd.res
解放完了

解放完了

付図Ｃ－１／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置登録（正常）

ＪＪ－２０．６０



－ －25

Ｃ．２ ＰＩＮＸ間認証演算を伴うＰＩＮＸ間位置登録（正常）

付図Ｃ－２に、ＰＩＮＸ間認証演算手順を伴うＰＩＮＸ間位置登録手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定

呼設定GetSerProfInf.inv

GetSerProfInf.inv

呼設定受付

呼設定受付

応答

GetSerProfInf.res応答

GetSerProfInf.res

応答確認

応答確認

ファシリティ

ファシリティAuthCipReq.inv

AuthCipReq.inv

ファシリティ

AuthCipReq.resファシリティ

AuthCipReq.res

ファシリティ

ファシリティLocRegUpd.inv

LocRegUpd.inv

解放

LocRegUpd.res解放

LocRegUpd.res

解放完了

解放完了

付図Ｃ－２／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間認証演算を伴うＰＩＮＸ間位置登録（正常）

ＪＪ－２０．６０
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Ｃ．３ ＰＩＮＸ間位置登録（準正常）

付図Ｃ－３に、ＰＩＮＸ間位置登録手順の準正常メッセージシーケンス例を示す。

本シーケンス例は、ホームＰＩＮＸにてＳＳ－ＩＰＲを規制する場合等に用いられる。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
呼設定GetSerProfInf.inv

GetSerProfInf.inv
呼設定受付

呼設定受付

応答
GetSerProfInf.err応答

GetSerProfInf.err
応答確認

応答確認

解放
解放

解放完了
解放完了

付図Ｃ－３／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置登録（準正常）

Ｃ．４ ＰＩＮＸ間位置登録削除（正常）

付図Ｃ－４に、ＰＩＮＸ間位置登録削除手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
LocRegDel.inv呼設定

LocRegDel.inv
呼設定受付

呼設定受付

応答
応答LocRegDel.res

LocRegDel.res
応答確認

応答確認

解放
解放

解放完了
解放完了

付図Ｃ－４／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置登録削除（正常）

ＪＪ－２０．６０
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Ｃ．５ ＰＩＮＸ間ローミング着信（正常）

付図Ｃ－５に、ＰＩＮＸ間ローミング着信手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
RomCallFwrd.inv呼設定

RomCallFwrd.inv
呼設定受付

呼設定受付

呼出
呼出

応答
応答

応答確認
応答確認

付図Ｃ－５／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間ローミング着信（正常）

Ｃ．６ ＰＩＮＸ間認証演算を伴うＰＩＮＸ間ローミング着信（正常）

付図Ｃ－６に、ＰＩＮＸ間認証演算手順を伴うＰＩＮＸ間ローミング着信の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
RomCallFwrd.inv呼設定

RomCallFwrd.inv
呼設定受付

呼設定受付

ファシリティ
ファシリティAuthCipReq.inv
AuthCipReq.inv

ファシリティ
AuthCipReq.resファシリティ

AuthCipReq.res

呼出
呼出

応答
応答

応答確認
応答確認

付図Ｃ－６／ＪＪ－２０．６０

ＰＩＮＸ間認証演算を伴うＰＩＮＸ間ローミング着信（正常）

ＪＪ－２０．６０
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Ｃ．７ ＰＩＮＸ間ローミング着信（準正常）

付図Ｃ－７に、ＰＩＮＸ間ローミング着信手順の準正常メッセージシーケンス例を示す。 本シーケンス例は、ビジ

タＰＩＮＸにおいてローミングＰＳが認識できない場合等に用いられる。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
RomCallFwrd.inv呼設定

RomCallFwrd.inv
呼設定受付

呼設定受付

切断
切断RomCallFwrd.err

RomCallFwrd.err
解放

解放
解放完了

解放完了

付図Ｃ－７／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間ローミング着信（準正常）

Ｃ．８ ＰＩＮＸ間位置情報照合（正常）

付図Ｃ－８に、ビジタＰＩＮＸ起動によるＰＩＮＸ間位置情報照合手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定
呼設定LocInfChk.inv

LocInfChk.inv
呼設定受付

呼設定受付

応答
LocInfChk.res応答

LocInfChk.res
応答確認

応答確認

解放
解放

解放完了
解放完了

付図Ｃ－８／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置情報照合（正常）

ＪＪ－２０．６０
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Ｃ．９ ＰＩＮＸ間認証演算（正常）

付図Ｃ－９に、ＰＩＮＸ間認証演算手順の正常メッセージシーケンス例を示す。

本シーケンス例は、シナリオ２のＰＩＳＮにおいて、ビジタＰＩＮＸがＰＳに対し、位置登録、発信、ハンドオーバ

ー等のサービスを提供する時等に用いられる。

ビジタ 中継 ホーム

ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ

呼設定

呼設定AuthCipReq.inv

AuthCipReq.inv

呼設定受付

呼設定受付

応答

AuthCipReq.res応答

AuthCipReq.res

応答確認

応答確認

解放

解放

解放完了

解放完了

付図Ｃ－９／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間認証演算（正常）

ＪＪ－２０．６０
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付録Ｄ（参考）ＳＤＬ図

この付録では、本標準の「６章．ＰＢＸ間ローミング付加サービス（ＳＳ－ＩＰＲ）のための信号プロトコル」で示

される中で、ＳＳ－ＩＰＲ信号手順を図解したものである。但し、本標準で示される内容を余すところなく表現してい

るものではなく、無線区間、ＰＳ認証を含めた動作上インプリメンテーションに依存する部分及びいくつかの潜在的事

態（信号転送エラー処理等）については表現されていない。

１．本付録では、以下の記号を用いる。

対向ＰＩＮＸからの
状態 メッセージ

対向ＰＩＮＸへの
制御部からの メッセージ
プリミティブ

制御部への 判定
プリミティブ

タスク

（注）制御部とは、付図Ｄ－１／ＪＪ－２０．６０の呼制御、コーディネーション機能部に相当する。但し、制御部の

機能および動作は、インプリメントマターである。

２．ＳＤＬ図の位置付け

本ＳＤＬ図で記
ＳＳ－ＩＰＲ 述されている付

ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼ 加サービス制御
ｮﾝ機能 部

呼制御 その他の付加サービス

ＲＯＳＥ

ＧＦＴ制御

プロトコル制御

信号転送機構（ＳＣＭ）

対向ＰＩＮＸ

付図Ｄ－１／ＪＪ－２０．６０ ＳＤＬ図の位置付け

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間位置登録手順（１／２）〕

ＩＰＲ－登録－空き

ＰＩＮＸ間サービス
プロファイル
問い合わせインボーク

ＨＬＲ読み出し

該当ＰＳ番号 なし

登録あり？

あり

ＰＩＮＸ間サービス
リザルト設定（サービス プロファイル問い合わせ
プロファイルデータ） リターンエラー

ＰＩＮＸ間サービス ＩＰＲ－登録－空き
プロファイル問い合わせ
リターンリザルト

Ｔ２開始

ＩＰＲ－登録－ 位置登録待ち

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（１／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間位置登録手順（２／２）〕

ＩＰＲ－登録－位置登録待ち

ＰＩＮＸ間位置登録
Ｔ２満了

インボーク

Ｔ２停止 ＩＰＲ－登録－空き

ＰＩＮＸ間 異常

ローミング番号

分析正常？

正常

ＨＬＲ更新（新ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ間位置登録
間ローミング番号登録） リターンエラー

ＰＩＮＸ間位置登録
リターンリザルト ＩＰＲ－登録－空き

位置登録完了

ＩＰＲ－登録－空き
付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（２／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間位置登録削除手順（１／１）〕

ＩＰＲ－削除－空き

位置登録削除要求

ＰＩＮＸ間位置登録削除
インボーク

Ｔ１開始

ＩＰＲ－削除－
位置登録削除要求

ＰＩＮＸ間位置登録削除 ＰＩＮＸ間位置登録削除
リターンリザルト リターンエラー Ｔ１満了

Ｔ１停止 Ｔ１停止

ＩＰＲ－削除－空き
付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（３／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間ローミング着信手順（１／１）〕

ＩＰＲ－着信－空き

着信要求

ＰＩＮＸ間ローミング
着信インボーク

Ｔ３開始

ＩＰＲ－着信－
ローミング着信

ＰＩＮＸ間ローミング
Ｔ３満了 着信リターンエラー

Ｔ３停止

着信失敗

ＩＰＲ－着信－空き

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（４／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ビジタＰＩＮＸへの照合問い合わせ）（１／２）〕

ＩＰＲ－照合－空き

位置情報照合要求

ＨＬＲ照合データ読み出し

ＰＩＮＸ間位置情報照合
インボーク

Ｔ１開始

ＩＰＲ－照合－
位置情報照合要求

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（５／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ビジタＰＩＮＸへの照合問い合わせ）（２／２）〕

ＩＰＲ－照合－
位置情報照合要求

ＰＩＮＸ間位置情報照合 ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト リターンエラー Ｔ１満了

Ｔ１停止 Ｔ１停止

ＨＬＲ ＰＩＮＸ間ロー
ミング番号削除

適合データ
なし

照合結果？

適合データ
あり ＨＬＲ ＰＩＮＸ間ロー

ミング番号削除

ＩＰＲ－照合－空き

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（６／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）
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〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ビジタＰＩＮＸからの照合問い合わせ）（１／１）〕

ＩＰＲ－照合－空き

ＰＩＮＸ間位置情報照合
インボーク

ＨＬＲ読み出し

なし該当ＰＳ番号

登録あり？

あり

不一致
照合データ一致？

一致 リザルト設定（適合デー
タなし）

リザルト設定（適合デー
タあり）

ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト

ＰＩＮＸ間位置情報照合 ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト リターンエラー

ＰＩＮＸ間位置情報
不整合通知

ＩＰＲ－照合－空き

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（７／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間認証演算手順（１／１）〕

ＩＰＲ－認証－空き

ＰＩＮＸ間認証演算
インボーク

ＨＬＲ読み出し

なし該当ＰＳ番号

登録あり？

あり

認証演算処理

リザルト設定（認証演算
結果）

ＰＩＮＸ間認証演算 ＰＩＮＸ間認証演算
リターンリザルト リターンエラー

ＩＰＲ－認証－空き

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（８／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔例外処理（１／１）〕

空き状態を除く
任意の状態

解放要求（注１）

Ｔ１／Ｔ２／Ｔ３停止 （注２）

各手順の空き状態

（注１） 手順が起動中に、手順誤りもしくは途中放棄等により 手順を中止する場合に受信する。SSIPR SSIPR

（注２）タイマ が開始状態の場合、停止する。T1/T2/T3

付図Ｄ－２／ＪＪ－２０．６０（９／９） ＳＤＬ図（ホームＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間位置登録手順（１／２）〕

ＩＰＲ－登録－空き

位置登録開始要求

ＰＩＮＸ間サービスプロ
ファイル問い合わせ
インボーク

Ｔ１開始

ＩＰＲ－登録－
サービスプロファイル問
い合わせ要求

ＰＩＮＸ間サービスプロ ＰＩＮＸ間サービスプロ
ファイル問い合わせ ファイル問い合わせ
リターンエラー リターンリザルト

Ｔ１満了
Ｔ１停止 Ｔ１停止

位置登録開始失敗 位置登録開始失敗 位置登録開始成功

ＩＰＲ－登録－
ＩＰＲ－登録－空き 位置登録待ち

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（１／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）
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〔ＰＩＮＸ間位置登録手順（２／２）〕

ＩＰＲ－登録－
位置登録待ち

位置登録要求

ＰＩＮＸ間位置登録
インボーク

Ｔ１開始

ＰＩＮＸ間位置登録 ＰＩＮＸ間位置登録
ＩＰＲ－登録－ リターンリザルト リターンエラー
位置登録要求

Ｔ１停止 Ｔ１停止

Ｔ１満了
ＶＬＲ登録

位置登録失敗 位置登録成功 位置登録失敗

ＩＰＲ－登録－空き

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（２／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）
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〔ＰＩＮＸ間位置登録削除手順（１／１）〕

ＩＰＲ－削除－空き

ＰＩＮＸ間位置登録削除
インボーク

ＶＬＲ読み出し

なし該当ＰＳ番号

登録あり？

あり

ＶＬＲ削除

ＰＩＮＸ間位置登録削除 ＰＩＮＸ間位置登録削除
リターンリザルト リターンエラー

ＩＰＲ－削除－空き
付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（３／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間ローミング着信手順（１／１）〕

ＩＰＲ－着信－空き

ＰＩＮＸ間ローミング
着信インボーク

ＶＬＲ読み出し

なし該当ＰＳ番号

登録あり？

あり

ＰＩＮＸ間ローミング
着信要求 着信リターンエラー

ＩＰＲ－着信－空き

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（４／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ホームＰＩＮＸへの照合問い合わせ）（１／２）〕

ＩＰＲ－照合－空き

位置情報照合要求

ＶＬＲ照合データ読み出
し

ＰＩＮＸ間位置情報照合
インボーク

Ｔ１開始

ＩＰＲ－照合－
位置情報照合要求

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（５／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ホームＰＩＮＸへの照合問い合わせ）（２／２）〕

ＩＰＲ－照合－
位置情報照合要求

ＰＩＮＸ間位置情報照合 ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト リターンエラー Ｔ１満了

Ｔ１停止 Ｔ１停止

ＶＬＲ削除

適合データ
なし

照合結果？

適合データ
あり ＶＬＲ削除

ＩＰＲ－照合－空き

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（６／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）
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〔ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ホームＰＩＮＸからの照合問い合わせ）（１／１）〕

ＩＰＲ－照合－空き

ＰＩＮＸ間位置情報照合
インボーク

ＶＬＲ読み出し

なし該当ＰＳ番号

登録あり？

あり

不一致
照合データ一致？

一致 リザルト設定（適合デー
タなし）

リザルト設定（適合デー
タあり）

ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト

ＰＩＮＸ間位置情報照合 ＰＩＮＸ間位置情報照合
リターンリザルト リターンエラー

ＰＩＮＸ間位置情報
不整合通知

ＩＰＲ－照合－空き

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（７／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

〔ＰＩＮＸ間認証演算手順（１／２）〕

ＩＰＲ－認証－空き

認証演算要求

ＰＩＮＸ間認証演算
インボーク

Ｔ１開始

ＩＰＲ－認証－
認証演算要求

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（８／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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〔ＰＩＮＸ間認証演算手順（２／２）〕

ＩＰＲ－認証－
認証演算要求

ＰＩＮＸ間認証演算 ＰＩＮＸ間認証演算
リターンリザルト リターンエラー Ｔ１満了

Ｔ１停止 Ｔ１停止

認証演算取得成功 認証演算取得失敗 認証演算取得失敗

ＩＰＲ－認証－空き

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（９／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）

〔例外処理（１／１）〕

空き状態を除く
任意の状態

解放要求（注１）

Ｔ１停止（注２）

各手順の空き状態

（注１）ＳＳ－ＩＰＲ手順が起動中に、認証失敗、手順誤りもしくは途中放棄等によりＳＳ－ＩＰＲ手順を中止する場

合に受信する。

（注２）タイマＴ１が開始状態の場合、停止する。

付図Ｄ－３／ＪＪ－２０．６０（１０／１０） ＳＤＬ図（ビジタＰＩＮＸ）
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付録Ｅ（参考）ＳＳ－ＩＰＲステージ１、２記述

本付録は、本標準のステージ３記述の理解を助けるための参考として、ステージ１、２の概要を記述したものである。

Ｅ．１ ＳＳ－ＩＰＲステージ１概要

本項はＳＳ－ＩＰＲに関するサービス記述について示す。

ＳＳ－ＩＰＲは適切なＰＩＮＸ間ローミング機能の組み合わせにより提供される。

Ｅ．１．１ ＳＳ－ＩＰＲ機能の定義

Ｅ．１．１．１ ＳＳ－ＩＰＲ機能

ＳＳ－ＩＰＲ機能はＳＳ－ＩＰＲを実現するための機能である。ＰＩＮＸに下記の基本的な機能を提供する。

ＰＩＮＸ間認証演算(1)

ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸに認証演算要求を行い、認証演算結果を受信する機能である。

ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ(2)

ビジタＰＩＮＸに移動したＰＳに対するサービス提供条件（ＰＳ－ＩＤ、認証情報など）をホームＰＩＮＸに問い合

わせる機能である。

ＰＩＮＸ間位置情報照合(3)

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳの位置情報をホームＰＩＮＸとビジタＰＩＮＸ間で照合する機能である。

ＰＩＮＸ間位置登録(4)

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳへの呼をビジタＰＩＮＸにルーチングするために、ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸ

にＰＳの位置情報を登録する機能である。

ＰＩＮＸ間位置登録削除(5)

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳが新しいビジタＰＩＮＸに移動し、ＰＩＮＸ間位置登録された場合やＰＩＮＸ間ロー

ミング中のＰＳがホームＰＩＮＸに戻った場合などに、ホームＰＩＮＸが元のビジタＰＩＮＸの管理するＰＳの位置情

報を削除する機能である。

発信(6)

ビジタＰＩＮＸにおいてＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳの発信を可能とする機能である。

着信(7)

ＰＩＮＸ間位置登録によって、ホームＰＩＮＸに登録されたビジタＰＩＮＸに着信を行う機能である。ビジタＰＩＮ

Ｘへのルーティングは、全てホームＰＩＮＸ経由で行われる。 発信ＰＩＮＸが呼設定の前に位置情報を取得し、直接

ビジタＰＩＮＸへルーティングする機能や呼設定後、パスを張り替える機能については、本標準では規定しない

Ｅ．１．２ ＳＳ－ＩＰＲ仕様

Ｅ．１．２．１ 登録

ＳＳ－ＩＰＲの登録について、以下の条件があるかもしれない。

ＳＳ－ＩＰＲが可能な（不可能な）ＰＳをホームＰＩＮＸに登録する。(1)

ＰＩＮＸ間ローミング先として可能な（不可能な）ＰＩＮＸをホームＰＩＮＸに登録する。(2)

ＰＩＮＸ間ローミング元として可能な（不可能な）ホームＰＩＮＸをＰＩＮＸに登録する。(3)

これらの登録条件は、特定のＰＳまたはＰＩＮＸに対してのみＳＳ－ＩＰＲを提供する場合に、各ＰＩＮＸでローカ

ルに用いることができる。

ＳＳ－ＩＰＲを提供しないＰＳまたはＰＩＮＸからのＰＩＮＸ間ローミング要求に対して、ホームＰＩＮＸは無視ま

たは拒否の応答をビジタＰＩＮＸに返送する。

また、ＳＳ－ＩＰＲを提供しないＰＩＮＸをホームＰＩＮＸとするＰＳからのＰＩＮＸ間ローミング要求に対して、ビ

ジタＰＩＮＸは無視または拒否の応答をＰＳに返す。

ＪＪ－２０．６０
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Ｅ．１．２．２ 認証

ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳの認証を行う場合、様々な認証メカニズムの選択肢を提供することが考えられる。本

標準では、認証メカニズム（アルゴリズム）がＰＩＳＮ内統一で認証鍵をＶＬＲとＨＬＲで共用する場合（シナリオ

１）と、シナリオ１においてＰＩＳＮ内で複数の認証演算アルゴリズムを可能とした場合（シナリオ１ａ）、それ以外

の場合（シナリオ２）の場合を規定している。

Ｅ．１．２．３ ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイル

ＰＳのＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルの情報は、ＳＳ－ＩＰＲに関するものに限定される。

Ｅ．１．２．４ ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルの構造

ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルの情報は、静的情報と動的情報に分類される。静的情報は、ビジタＰＩ

ＮＸから更新できない情報であり、動的情報は、ビジタＰＩＮＸからの位置登録等により更新される情報である。

ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルは、ホームＰＢＸに常時保持されている。

また、ＰＩＮＸ間ローミング中は、ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルの情報をビジタＰＩＮＸのＶＬＲに

保持する。

Ｅ．１．２．４．１ 静的情報

ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸから読み出し可能な静的情報として以下のものがある。

ＰＳ番号(1)

ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸに対して読み出し要求を行う場合に、ＰＳを特定して情報を読み出すためのＰＩＳ

Ｎ内でユニークな番号である。ＰＳ番号には、ホームＰＩＮＸのＰＩＮＸ番号が含まれており、ビジタＰＩＮＸはＰＳ

番号を分析し、ローミング中ＰＳのホームＰＩＮＸを特定する。

加入者クラス(2)

ビジタＰＩＮＸがＰＳにサービスを行うためにホームＰＩＮＸから読み出すＰＳの加入者クラスである。加入者クラ

スにはＰＳの接続規制クラス、テナント番号を含む。

認証鍵情報(3)

ビジタＰＩＮＸがＰＳの認証を行う場合、ホームＰＩＮＸに存在する認証鍵情報を読み出し、それを使用して認証を

行うための情報である。シナリオ１、１ａでは必須の情報である。

認証情報(4)

シナリオ２においてビジタＰＩＮＸが認証乱数を発生させ、結果を受信するための情報である。認証種別、認証乱数

長などがある。シナリオ２で必要な情報である。

発番号(5)

ＰＳの発番号情報である。ビジタＰＩＮＸでＰＳ発呼時に発番号情報要素の内容として設定、あるいは、ＰＳからの

通知された発番号情報要素の照合に用いても良い。

ＰＳ－ＩＤ(6)

無線区間で用いられるＰＳの識別番号である。ビジターＰＩＮＸにおいてＰＳに対する着信群指定やＰＳの認証等に

用いられることがある。

Ｅ．１．２．４．２ 動的情報

動的情報には以下のものがある。

位置情報(1)

ホームＰＩＮＸがＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳに着信させるための位置情報として、ＰＩＮＸ間ローミング番号が

ある。ＰＩＮＸ間ローミング番号は、ホームＰＩＮＸからビジターＰＩＮＸにルーチングするためのビジタＰＩＮＸ番

号を含み、当該ＰＳがそのＰＩＮＸに位置登録されていることを示す。

Ｅ．１．２．５ ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルへのアクセス

ホームＰＩＮＸのＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルへのアクセスは、以下の手順により行われる。ホーム

ＰＩＮＸは要求元のＰＩＮＸやＰＳがサービス登録条件を満足しているときに限り要求された情報を返送する。

ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイル問い合わせ(1)

ビジタＰＩＮＸがＰＳのＰＩＮＸ間ローミング時にＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイルを問い合わせる場合

ＪＪ－２０．６０
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に、この手順にて該当ＰＳの読み出し可能な静的情報がホームＰＩＮＸから提示される。

ＰＩＮＸ間位置情報照合(2)

そのＰＳの位置情報が不正確な場合などに、この手順にてビジタＰＩＮＸ、ホームＰＩＮＸ間で該当ＰＳの位置情報

を確認できる。

ＰＩＮＸ間位置登録(3)

ビジタＰＩＮＸがＰＳの在圏を初めて検出した場合や、ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳから位置登録要求があった場

合などに、この手順にて該当ＰＳの位置情報がビジタＰＩＮＸから更新できる。

Ｅ．１．３ ＳＳ－ＩＰＲ手順

ここでは、Ｅ．１．１．１節に記述されているＰＩＮＸ間ローミング機能をサポートするためのＰＩＮＸ間ローミン

グ手順の一般的な記述を行う。

各手順について以下に示す。

Ｅ．１．３．１ ＰＩＮＸ間位置登録手順

ＰＩＮＸ間位置登録手順は、ＰＳがビジタＰＩＮＸに移動した際に、ビジタＰＩＮＸにより起動される。サービスプ

ロファイルの取得、ＰＳの認証、ＰＩＮＸ間位置登録からなる一連の処理の総称である。

Ｅ．１．３．１．１ ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイル取得

ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイル取得は、ビジタＰＩＮＸが、ＰＩＮＸ間ローミングサービスプロファイ

ルをＶＬＲに保持するために、ホームＰＩＮＸに問い合わせる時用いられる。

Ｅ．１．３．１．２ ＰＳの認証

認証は、ＰＳの正当性を検証するために用いられる。

シナリオ２では以下の基本手順がＰＩＮＸ間手順として実行されることがある。

認証(1)

ＰＩＮＸ間位置登録手順は、認証失敗により終了されるかもしれない。

Ｅ．１．３．１．３ ＰＩＮＸ間位置登録

ＰＩＮＸ間位置登録は、ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳへの着信がどこになされるべきかを示す動的情報を、ビジタ

ＰＩＮＸからホームＰＩＮＸに対して登録するために用いられる。位置登録時にビジタＰＩＮＸは、ホームＰＩＮＸか

らのルーティングを可能とするためのＰＩＮＸ間ローミング番号を割り振り、ホームＰＩＮＸに送信する。

Ｅ．１．３．２ ＰＩＮＸ間位置登録削除手順

ＰＩＮＸ間位置登録削除手順は、ビジタＰＩＮＸの保持するＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳの位置情報やＰＩＮＸ間

ローミングサービスプロファイルの情報をホームＰＩＮＸが削除するために用いられる。

Ｅ．１．３．３ 発信手順

発信手順は、ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳからの発信を行うために用いられる。

本手順では以下の基本手順がＰＩＮＸ間手順として実行されることがある。

認証(1)

シナリオ２の場合にＰＩＮＸ間認証演算手順が起動される。発信手順は、認証失敗により終了されるかもしれない。

Ｅ．１．３．４ ＰＩＮＸ間ローミング着信手順

着信手順は、ＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳへの着信を行うために用いられる。本手順は事前にＰＩＮＸ間位置登録

を行っているＰＳに対してのみ実行される。着信は、位置登録時に割り当てられたＰＩＮＸ間ローミング番号を用いて

行われる。

着信手順では、以下の手順がＰＩＮＸ間手順として実行されることがある。

認証(1)

シナリオ２の場合に実行される。着信手順は、認証失敗により終了されるかもしれない。
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Ｅ．１．３．５ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順

ＰＩＮＸ間位置情報照合手順は、ホームＰＩＮＸとビジタＰＩＮＸの間で位置情報の整合をはかるために用いられる。

ビジタＰＩＮＸが在圏していると認識しているＰＳがホームＰＩＮＸに、当該ビジタＰＩＮＸ在圏中として位置登録さ

れているか確認するため、あるいは、ホームＰＩＮＸが位置情報を確認をするために当該ビジタＰＩＮＸに照合を要求

する手順である。

Ｅ．１．３．６ ＰＩＮＸ間認証演算手順

ＰＩＮＸ間認証手順は、ビジタＰＩＮＸが、ホームＰＩＮＸに、ＰＳに対する認証演算を要求する手順でありシナリ

オ２の場合に実行される。ビジタＰＩＮＸは、ＶＬＲに保持されている認証情報に基づいて認証乱数を発生させ、ホー

ムＰＩＮＸに認証演算を要求する。ホームＰＩＮＸは、認証演算を実行し演算結果をビジタＰＩＮＸに返送する。

Ｅ．１．３．７ ハンドオーバ手順

ハンドオーバ手順は、ビジタＰＩＮＸ内においてＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳのハンドオーバを行うために用いら

れる。必須条件として、本手順の前に発信もしくは着信手順が成功してなければならない。シナリオ２においては、以

下の手順がＰＩＮＸ間手順として実行されることがある。

認証(1)

シナリオ２の場合に実行される。ハンドオーバー手順は、認証失敗により終了されるかもしれない。

Ｅ．２ ＳＳ－ＩＰＲステージ２概要

本項は、ＳＳ－ＩＰＲに関する機能モデル、情報フローを示す。

Ｅ．２．１ 機能モデル

ＰＩＮＸ間ローミング付加サービスを実現するために要求される機能モデルを付図Ｅ－１に示す。ホームＰＩＮＸ、

ビジターＰＩＮＸ間に中継ＰＩＮＸが存在する場合もあるが、中継ＰＩＮＸは、ＪＳ－１１５８２の中継ＰＩＮＸ機能

を実装するのみで、ＳＳ－ＩＰＲ機能とは無関係であるため、機能モデルとしては省略している。

（機能モデル）

ホームＰＩＮＸ ビジタＰＩＮＸ

ＳＤＦ（ｈ） ＳＤＦ（ｖ）

ＨＬＲ ＶＬＲ

参照点
ＳＣＦ（ｈ） ＳＣＦ（ｖ）

付図Ｅ－１／ＪＪ－２０．６０ 機能モデル

付図Ｅ－１において、各機能エンティティは次の意味を持つ。

ＳＣＦ（ｈ）・・・ホームＰＩＮＸのＳＳ－ＩＰＲ制御機能。本標準で規定するＳＳ－ＩＰＲを司る機能エンテ

ィティである。

ＳＣＦ（ｖ）・・・ビジタＰＩＮＸのＳＳ－ＩＰＲ制御機能。本標準で規定するＳＳ－ＩＰＲを司る機能エンテ

ィティである。

ＳＤＦ（ｈ）・・・ホームＰＳの認証情報、加入者情報、位置情報を常に保持している機能エンティティである。

ＳＤＦ（ｖ）・・・ビジタＰＳの認証情報、加入者情報、ビジタＰＩＮＸ内のＰＩＮＸ間ローミング中のＰＳ位

置情報をＰＩＮＸ間ローミングしている間、一時的に保持する機能エンティティである。認

証情報については、シナリオ１、１ａ、２の場合でそれぞれ異なる。

ＳＣＦ（ｖ）とＶＬＲ間およびＳＣＦ（ｈ）とＨＬＲ間のインタフェースは各ＰＩＮＸの実現方式に依存するため、

本標準の対象外とする。ＨＬＲ、ＶＬＲがＰＩＮＸの外部装置として実現される場合も同様である。本標準で規定する

ＳＳ－ＩＰＲは、ＳＣＦ（ｖ）－ＳＣＦ（ｈ）間の情報フローにより実現される。
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Ｅ．２．２ 情報フロー

ＳＳ－ＩＰＲの情報フローに関しては、個々のＰＩＳＮの運用形態やセキュリティに対するニーズによって各種の実

現シナリオが考えられる。以下にシナリオ１、１ａとシナリオ２について記述を行う。

Ｅ．２．２．１ シナリオ１、１ａ

このシナリオでは、ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸで実行されるＰＳの認証手法と同じ認証アルゴリズムを実装し

ている必要がある。ビジタＰＩＮＸはＰＳの認証鍵情報をホームＰＩＮＸより取得することによりＰＳの認証を実行す

る。認証乱数の発生や、認証演算、認証演算結果の照合はすべてビジタＰＩＮＸが行う。

ビジタＰＩＮＸは一度取得したＰＳの認証鍵情報を、そのＰＳが在圏する間ＶＬＲに保持することも可能である。

シナリオ１、１ａでは、認証鍵情報をＶＬＲに保持することにより、認証に関するトラヒックを下げることができ、

認証遅延も小さくできる。

ここで、認証鍵情報はホームＰＩＮＸが保有するＰＳ固有の認証の鍵となる情報である。

本シナリオでは、以下の手順が実行される。

(1) ＰＩＮＸ間位置登録手順

・ビジタＰＩＮＸはＰＳのサービスプロファイルを取得するため、ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ要求

をホームＰＩＮＸに起動する。

・ホームＰＩＮＸは指定されたＰＳの認証鍵情報、ＰＳ－ＩＤ等を設定したＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合

わせ応答をビジタＰＩＮＸに送信する。

・ビジタＰＩＮＸは取得した認証鍵情報を用いてＰＳの認証を行う。以降の認証は、ビジタＰＩＮＸで行われる。

・ビジタＰＩＮＸは、認証成功の場合、ＰＩＮＸ間ローミング番号を割り当てて、ホームＰＩＮＸにＰＩＮＸ間位置

登録要求を起動する。ホームＰＩＮＸからの応答によりＰＩＮＸ間位置登録が手順が完了する。

情報フロー例を以下に示す。

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

位置登録要求

間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせPINX

PS )（ 番号

間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ応答PINX

(PSID * )､認証鍵 等

認証要求 認証乱数生成

（認証乱数）

認証応答 認証演算

（認証演算結果） 結果照合

間ローミング番号割り当てPINX

間位置登録要求PINX

番号 間ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号）(PS ,PINX

位置登録受付 間位置登録応答PINX

シナリオ１ａの場合認証種別も含む*:

付図Ｅ－２／ＪＪ－２０．６０ サービスプロファイル問い合わせ、認証フロー（シナリオ－１、１ａ）

(2) 発信、ハンドオーバー手順

発信、ハンドオーバーは、ビジタＰＩＮＸのみで実施されるためＰＩＮＸ間の情報フローは存在しない。
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(3) 着信手順

着信は、位置登録時に割り当てられたＰＩＮＸ間ローミング番号により行う。情報フローの例を以下に示す。

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

間ﾛｰﾐﾝｸﾞ着信PINX

間ローミング番号 、 番号）((PINX )* PS

認証要求 認証乱数生成

（認証乱数）

認証応答 認証演算

（認証演算結果） 結果照合

以降着信シーケンス

ＰＩＮＸ間ローミング番号は、着番号に設定される。*:

付図Ｅ－３／ＪＪ－２０．６０ 着信フロー（シナリオ１、１ａ）

(4) 位置登録削除

位置登録削除の情報フローの例を以下に示す。

ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

位置登録削除要求

PS )（ 番号

位置登録削除応答

付図Ｅ－４／ＪＪ－２０．６０位置登録削除フロー（シナリオ１、１ａ）

Ｅ．２．２．２ シナリオ２

本シナリオでは、ビジタＰＩＮＸがホームＰＩＮＸで実行されるＰＳの認証演算アルゴリズムとＰＳの認証鍵情報を

知らなくてもよい。

ビジタＰＩＮＸは、認証に先立ってホームＰＩＮＸにサービスプロファイル要求を起動し、ビジタＰＩＮＸで認証乱

数を発生するための認証情報（認証種別、認証乱数長等）を取得する。ビジタＰＩＮＸはその情報を用いて独自に割り

当てた認証乱数を用いてＰＳおよびホームＰＩＮＸに認証演算要求を行い、ＰＳからの返送された認証演算結果とホー

ムＰＩＮＸから返送された認証演算結果の照合を行いＰＳの正当性をチェックする。

発信、着信、ハンドオーバー時のＰＳに対する認証の際、ビジタＰＩＮＸはＰＳおよびホームＰＩＮＸに認証演算要

求を行うが、ホームＰＩＮＸに対する認証演算要求とＰＳに対する認証演算要求は、同時に行わなくとも良い。たとえ

ば、ＰＳに対する認証演算要求に先立ってＰＩＮＸ間認証要求を行うことが可能である。

本シナリオでは、以下の手順が実行される。
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(1) ＰＩＮＸ間位置登録手順

・ビジタＰＩＮＸはＰＳのサービスプロファイルを取得するため、ＰＩＮＸ間サービスプロファイル問い合わせ要求

をホームＰＩＮＸに起動する。

・ホームＰＩＮＸは指定されたＰＳの認証情報（認証種別、認証乱数長等）、サービスクラス情報等を設定した、

サービスプロファイル問い合わせ応答をビジタＰＩＮＸに送信する。

・ビジタＰＩＮＸは、認証情報を元に認証乱数を発生し、ＰＳおよびホームＰＩＮＸに認証演算要求を行う。

・ＰＳから返送される認証演算結果とホームＰＩＮＸから返送される認証演算結果を比較し、合致すれば認証成功と

なる。

・ビジタＰＩＮＸでは、ＰＩＮＸ間ローミング番号を割り当てて、ＰＩＮＸ間位置登録要求を行い、ホームＰＩＮＸ

から応答が返送されれば位置登録を完了する。

情報フローの例を以下に示す。

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

位置登録要求

間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせPINX

PS )（ 番号

間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ応答PINX

(PSID )､認証情報等

認証乱数生成

認証要求 間認証要求（認証乱数）PINX

（認証乱数）

認証応答 間認証応答（認証演算結果）PINX

（認証演算結果） 結果照合

・ 間ローミング番号割り当てPINX

間位置登録要求PINX

番号 間ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号）(PS ,PINX

位置登録受付 間位置登録応答PINX

付図Ｅ－５／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置登録フロー（シナリオ２）

(2) 発信手順

発信手順の情報フローの例を以下に示す。

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

発信シーケンス

（ビジタ 処理） 認証乱数発生PINX

認証要求 間認証演算要求PINX

(PS )（認証乱数） 番号、認証乱数

認証応答 間認証演算応答PINX

（認証演算結果） （認証演算結果）

結果照合

以降発信シーケンス

付図Ｅ－６／ＪＪ－２０．６０ 発信フロー（シナリオ２）
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(3) 着信手順

着信手順の情報フローの例を以下に示す。

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

間ﾛｰﾐﾝｸﾞ着信PINX

間ローミング番号 、 番号）((PINX )* PS

途中着信シーケンス

（ビジタ 処理） 認証乱数発生PINX

認証要求 間認証演算要求PINX

(PS )（認証乱数） 番号､認証乱数

認証応答 間認証演算応答PINX

（認証演算結果） （認証演算結果）

結果照合

以降着信シーケンス

ＰＩＮＸ間ローミング番号は、着番号に設定される。*:

付図Ｅ－７／ＪＪ－２０．６０ 着信フロー（シナリオ２）

(4) ハンドオーバー手順

ハンドオーバー時の認証手順は、２種類存在する。前回認証演算結果を認証乱数として利用する手順をタイプ１とし、

独立して認証を行う手順をタイプ２とする。

それぞれの情報フローの例を以下に示す。

タイプ１(a)

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

呼設定 ﾊﾝﾄﾞｵｰﾊﾞ要求 間認証演算要求( ) PINX

(PS ( ))（認証演算結果） 番号､認証乱数 前回認証演算結果

・

間認証演算応答PINX

（認証演算結果）

応答 結果照合

付図Ｅ－８／ＪＪ－２０．６０ タイプ１ハンドオーバーフロー（シナリオ２）

タイプ２(b)

ＰＳ ﾋﾞｼﾞﾀＰＩＮＸ ﾎｰﾑＰＩＮＸ

( )呼設定 ﾊﾝﾄﾞｵｰﾊﾞ要求

認証要求 間認証演算要求PINX

(PS )（認証乱数） 番号、認証乱数

認証応答 間認証演算応答PINX

（認証演算結果） （認証演算結果）

応答 結果照合

付図Ｅ－９／ＪＪ－２０．６０ タイプ２ハンドオーバーフロー（シナリオ２）

(5) 位置登録削除

Ｅ．２．２．１（ 項と同様である。4)

ＪＪ－２０．６０
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Ｅ.２．２．３ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順

ホームＰＩＮＸが初期再開した場合やビジタＰＩＮＸが位置登録削除を受け付けられなかった場合などにＨＬＲとＶ

ＬＲ情報の不整合が生じる。不整合データが積算されるとＶＬＲの容量不足となるなどの問題が生じるため、定期的に

位置情報問い合わせを起動し、整合をはかることが望ましい。本標準では、その回避方法として位置情報照合手順を設

けている。位置情報照合手順は、他の手順とは独立して行われる。照合の結果、不整合を検出した場合の処理は、イン

プリメントマターであるが、整合処理を速やかに行うことが望ましい。

情報内容については、ＰＳ番号、ＰＩＮＸ間ローミング番号等がある。

本手順は、シナリオ１、１ａとシナリオ２で共通である。

(1) ホームＰＩＮＸからビジタＰＩＮＸへの位置情報照合手順

ホームＰＩＮＸからビジタＰＩＮＸへの位置情報照合手順は、ホームＰＩＮＸの初期再開時あるいはＨＬＲの情報が

疑わしい場合などに用いられる。ホームＰＩＮＸが想定するビジタＰＩＮＸに対して位置情報の照合を行う。

ホームＰＩＮＸからビジタＰＩＮＸへの位置情報照合手順の情報フローの例を以下に示す。

ホームＰＩＮＸ ビジタＰＩＮＸ

PINX (PS PINX )間位置情報照合要求 番号、 間ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号

間位置情報照合応答（照合結果）PINX

付図Ｅ－１０／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ホームＰＩＮＸ→ビジタＰＩＮＸ）

(2) ビジタＰＩＮＸからホームＰＩＮＸへの位置情報照合手順

ビジタＰＩＮＸからホームＰＩＮＸへの位置情報照合手順は、ビジタＰＩＮＸの初期再開時あるいはＰＩＮＸ間手順

異常時のＶＬＲデータ浮きを回避するための定期問い合わせ等に用いられる。

ビジタＰＩＮＸからホームＰＩＮＸへの位置情報照合手順の情報フローの例を以下に示す。

ビジタＰＩＮＸ ホームＰＩＮＸ

PINX (PS PINX )間位置情報照合要求 番号、 間ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号

間位置情報照合応答（照合結果）PINX

付図Ｅ－１１／ＪＪ－２０．６０ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順（ビジタＰＩＮＸ→ホームＰＩＮＸ）

ＪＪ－２０．６０
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